
6

こんなことが決まりました

「
安
全
保
障
関
連
法
案
」の
今
国

会
で
の
取
り
下
げ
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

「『
安
全
保
障
関
連
法
案
』の
廃
案

を
求
め
る
意
見
書
」を
国
に
提
出

す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

「
安
全
保
障
関
連
法
案
」の
徹
底
審
議

と
、
国
民
の
合
意
な
し
に
は
成
立
さ

せ
な
い
こ
と
、
少
な
く
と
も
今
国
会

で
の
成
立
を
強
行
し
な
い
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
請
願

何
が
議
論

さ
れ
た
？

討
論
討
論

何
が
議
論

さ
れ
た
？

討
論
討
論

厚
生
委
員
会

産
業
委
員
会

議
会
の　

結
論
は
？

請
願

問答
　
　
公
共
下
水
道
使
用
料
に
お
け
る

受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
考
え
は
。

　
　

審
議
会
で
独
立
採
算
性
を
前
提

と
し
な
が
ら
一
般
会
計
繰
入
金
に
依

存
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
指
摘
さ

れ
、
使
用
料
を
改
定
す
べ
き
と
の
意

見
も
出
て
い
る
。
ま
た
経
営
健
全
化

の
観
点
か
ら
も
維
持
管
理
費
の
全
額

と
元
利
償
還
費
の
２
割
を
使
用
料
で

賄
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
厚
生
委
員
会
で
は
津
山
市
総
合
斎

場
、
津
山
市
加
茂
町
斎
場
の
使
用
料

改
定
に
つ
い
て
、
全
員
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
産
業
委
員
会
で
は
津
山
市
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
改
定
に
つ

い
て
、
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

料
金
改
定
議
案
に
対
す
る
各
常
任

委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
受
け
て
、

政
岡
議
員
が
反
対
意
見
を
述
べ
ま
し

た
。

　
ま
ず
は
行
政
と
議
会
が
協
働
し
て

コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
べ
き

政
岡
哲
弘

　

今
回
提
案
さ
れ
て
い
る
料
金
改

定
議
案
に
つ
い
て
、
市
の
財
政
計

画
に
従
っ
て
一
律
に
料
金
変
更
を

行
う
と
い
う
や
り
方
に
市
民
の
理

解
は
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
ず
行
う
べ
き
は
行
政
と
議
会

が
協
働
し
て
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図

る
こ
と
で
あ
り
、
市
民
文
化
の
向

上
の
た
め
に
も
現
在
の
料
金
設
定

を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。

　　

６
月
定
例
会
で
は
、
安
全
保
障
関

連
法
案
に
つ
い
て
３
件
の
請
願
が
提

出
さ
れ
、議
会
で
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

請
願
者　
新
日
本
婦
人
の
会
津
山
支
部

　
　
　
　
　
　
　

代
表 

須
田
元
子

請
願
内
容　
安
全
保
障
関
連
法
案
に

つ
い
て
、
第
１
８
９
回
通
常
国
会
で

は
取
り
下
げ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
を
、
国
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
る

も
の
。

審
議
結
果　
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

請
願
者　
田
口
龍
雄　
外
１
０
４
名

請
願
内
容　
安
全
保
障
関
連
法
案
に

つ
い
て
、
廃
案
に
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
を
、
国
に
提
出
す
る
よ
う

求
め
る
も
の
。

審
議
結
果　
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

請
願
者　
革
新
美
作
の
会

（
憲
法
を
く
ら
し
に
活
か
す
美
作
の
会
）

　
　
　
　
　
　

代
表
者 

中
西　

孝

請
願
内
容　
安
全
保
障
関
連
法
案
に

つ
い
て
、
徹
底
審
議
と
、
国
民
の
合

意
な
し
に
は
成
立
さ
せ
な
い
こ
と
、

少
な
く
と
も
第
１
８
９
回
通
常
国
会

で
の
成
立
を
強
行
し
な
い
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
を
、
国
に
提
出
す
る
よ

う
求
め
る
も
の
。

審
議
結
果　
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

今
こ
そ
市
民
の
声
の
代
弁
者

と
し
て
意
見
書
の
提
出
を

日
本
共
産
党
津
山
市
議
団 

美
見
み
ち
子

　

「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
は
多

く
の
国
民
、
市
民
か
ら
懸
念
の
声

が
上
が
っ
て
お
り
、
世
論
調
査
で

も
今
国
会
で
の
成
立
に
反
対
が
８

割
、
法
案
に
反
対
が
過
半
数
に
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
世
論
を
無

視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
な
く
、
津
山
市
議
会
も
今
こ
そ

市
民
の
声
の
代
弁
者
と
し
て
国
に

意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

　
今
回
議
決
さ
れ
ま
し
た
料
金
改

定
は
、
10
月
よ
り
適
用
予
定
で
す
。

　
詳
細
は
各
担
当
課
よ
り
広
報
紙

や
折
込
チ
ラ
シ
な
ど
で
案
内
さ
れ

ま
す
。


